
中
部
電
力
と
直
本
工
業
が
共
同
開
発
し
た
過
熱
水
蒸
気
を

使
っ
た
洗
浄
装
置
「
ス
チ
ー
ム
パ
ワ
ー
ク
リ
ー
ナ
ー
」

コスト低減目指し新技術開発
　
愛
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
は
、
新
興
国
企
業
と
の
厳

し
い
競
争
を
強
い
ら
れ
る
顧
客
企
業
を
支
え
る
べ
く
、

コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
新
技
術
の
開
発
を
進
め
、
管

内
経
済
の
活
性
化
を
下
支
え
す
る
。

モ
ノ
づ
く
り
「
地
産
地
消
」
後
押
し

経
済
活
性
化
下
支
え

次
世
代
事
業
の
柱

素
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
建
設

　
愛
知
県
内
の
建
設
や
素
材
関
連
の
各
社
は
、
次
世
代

の
事
業
の
柱
を
作
る
べ
く
、
新
事
業
開
拓
や
研
究
開
発

を
加
速
す
る
。 新
事
業
開
拓
を
加
速

東
邦
ガ
ス
の
技
術
研
究
所
内
の
実
験
槽
で
性
能
評
価

市場拡大へ企業買収老朽インフラ補修で新工法 拠点拡充需要取り込む中国で日系支援
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▲ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ

テ
ド
が
開
発
し
た
金
属
セ
ラ

ミ
ッ
ク
基
板

　
モ
ノ
づ
く
り
の

地
産
地

消

を
進
め
る
日
系
企
業
を

後
押
し
す
る
動
き
も
あ
る
。

日
本
空
調
サ
ー
ビ
ス
は
、

年
中
に
中
国
・
江
蘇
省
蘇
州

市
近
郊
に
、
中
国
で
５
カ
所

目
と
な
る
営
業
拠
点
を
開
設

す
る
。
日
系
向
け
に
空
調
な

ど
建
物
設
備
の
保
守
・
管
理

と
工
事
施
工
を
手
が
け
て
お

り
、
顧
客
の
自
動
車
部
品
や

化
学
関
連
メ
ー
カ
ー
な
ど
の

生
産
拡
大
で
堅
調
な
需
要
が

見
込
め
る
た
め
、
人
員
も

人
増
の
約

人
と
す
る
。

　
同
社
は
中
国
で
工
場
内
の

空
調
や
受
電
設
備
、
水
関
連

設
備
な
ど
の
保
守
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
う
ほ
か
、
ク
リ

ー
ン
ル
ー
ム
構
築
や
低
温
倉

庫
化
な
ど
の
工
事
を
手
が
け

て
い
る
。
蘇
州
市
周
辺
は
日

系
企
業
の
一
大
集
積
地
。
同

社
顧
客
の
生
産
が
活
発
で
、

工
場
増
設
や
生
産
ラ
イ
ン
増

強
に
伴
う
設
備
工
事
が
増
え

て
い
る
。
モ
ノ
づ
く
り
の
高

度
化
に
伴
い
、
作
業
現
場
の

空
調
環
境
な
ど
の
高
度
管
理

を
求
め
る
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
。
サ
ー
ビ
ス

網
の
拡
充
で
、
中
国
で
の
保

守
契
約
社
数
を

年

月
期

に
現
状
比
２
割
増
の
１
２
０

社
程
度
ま
で
増
や
し
た
い
考

え
だ
。

　
日
本
ガ
イ
シ
は

年
３
月

期
ま
で
に
売
上
高
に
占
め
る

新
製
品
の
比
率
を
３
割
と
す

る
目
標
。

年
１
月
に
は
新

日
鉄
住
金
の
１
０
０
％
子
会

社
で
あ
る
「
日
鉄
住
金
エ
レ

ク
ト
ロ
デ
バ
イ
ス
」

山
口

県
美
祢
市

を
子
会
社
化
す

る
。
同
社
は
半
導
体
パ
ッ
ケ

ー
ジ
や
パ
ワ
ー
半
導
体
用
の

基
板
な
ど
を
手
が
け
る
。
日

本
ガ
イ
シ
は
情
報
通
信
機
器

の
高
性
能
化
や
車
載
用
半
導

体
の
市
場
拡
大
を
見
込
み
、

買
収
に
踏
み
切
っ
た
。

　
日
本
特
殊
陶
業
は
、
自
動

車
用
の
酸
素
セ
ン
サ
ー
な
ど

で
培
っ
た
技
術
を
医
療
分
野

に
展
開
す
る
。
こ
の
ほ
ど
、

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
用
の
測
定

機
器
を
手
が
け
る
米
国
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
「
ス
パ
イ
ロ

メ
ト
リ
ッ
ク
ス
」

カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州

に
５
０
０
万

約
５
億
６
０
０
０
万

円

出
資
。
測
定
機
器
の
心

臓
部
で
あ
る
セ
ン
サ
ー
を
供

給
す
る
。
こ
れ
を
医
療
分
野

へ
の
進
出
の
足
が
か
り
と
し

て
、
自
動
車
関
連
に
続
く
事

業
の
柱
に
育
て
る
。

　
ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ

ミ
テ
ド
は
、
市
場
が
拡
大
す

る
パ
ワ
ー
半
導
体
向
け
に
、

耐
久
性
を
高
め
た
「
金
属
セ

ラ
ミ
ッ
ク
基
板
」
を
開
発
し

た
。

度
―

２
５
０
度

Ｃ
の
範
囲
内
で
１
０
０
０
サ

イ
ク
ル
の
温
度
変
化
に
耐
え

ら
れ
る
。
電
気
自
動
車
や
太

陽
光
発
電
設
備
な
ど
、
高
温

環
境
下
で
の
半
導
体
の
使
用

が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
る
な

か
、
Ｓ
ｉ
Ｃ
製
部
品
へ
の
搭

載
拡
大
を
目
指
す
。

　
ア
イ
カ
工
業
は
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
中
、
イ
ン
フ
ラ

の
補
修
・
補
強
分
野
を
成
長

分
野
と
位
置
づ
け
る
。
同
社

で
は
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
覆
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
落
防
止

工
法
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ジ

ン
ス
ト
ロ
ン
ガ
ー
ド
Ｔ
Ｎ
工

法
」
を
開
発
し
、
提
案
を
始

め
た
。
５
層
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
構
成
。
独
自
開
発
の
難
燃

性
エ
ポ
キ
シ
系
接
着
剤
と
特

殊
繊
維
シ
ー
ト
を
使
用
し
、

押
し
抜
き
性
能
を
高
め
た
。

仕
上
塗
料
に
は
耐
候
性
に
優

れ
た
無
機
系
塗
料
を
使
う
。

材
料
に
溶
剤
を
使
用
し
な
い

た
め
、
作
業
環
境
も
良
い
。

東
日
本
高
速
道
路
な
ど
の
ト

ン
ネ
ル
施
工
管
理
要
領
の
基

準
試
験
規
定
値
を
満
た
し
て

い
る
。
構
造
物
の
長
寿
命
化

を
低
コ
ス
ト
で
実
現
す
る
工

法
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
中
部
電
力
と
直
本
工
業

大
阪
市
天
王
寺
区

は
、１

１
０
度
―
３
５
０
度
Ｃ
程
度

の
過
熱
水
蒸
気
で
金
属
部
品

に
付
い
た
汚
れ
や
異
物
を
吹

き
飛
ば
す
洗
浄
装
置

ス
チ

ー
ム
パ
ワ
ー
ク
リ
ー
ナ
ー

を
共
同
開
発
し
た
。
従
来
の

エ
ア
ブ
ロ
ー
や
高
圧
水
で
の

作
業
で
除
去
が
困
難
だ
っ
た

部
品
の
合
わ
せ
目
の
す
き
間

な
ど
、
狭
い
部
分
に
残
っ
た

金
属
微
粉
や
金
属
片
、
粘
性

の
高
い
油
汚
れ
な
ど
を
除
去

で
き
る
。
手
持
ち
式
で
使
う

が
、
ノ
ズ
ル
を
ロ
ボ
ッ
ト
ア

ー
ム
に
取
り
付
け
る
と
自
動

ラ
イ
ン
に
組
み
込
め
る
。
直

本
工
業
が
販
売
し
、
自
動
車

関
連
な
ど
金
属
加
工
を
行
う

工
場
向
け
に
提
案
す
る
。

　
同
洗
浄
装
置
で
作
っ
た
過

熱
水
蒸
気
を
洗
浄
物
に
吹
き

付
け
る
と
一
部
が
冷
え
て
液

体
に
変
化
。
そ
の
際
に
発
生

す
る
潜
熱
と
い
う
高
温
の
熱

で
油
汚
れ
を
溶
か
し
た
り
、

異
物
を
浮
き
上
が
ら
せ
た
り

す
る
。
そ
れ
を
高
速
の
水
蒸

気
で
吹
き
飛
ば
し
、
除
去
す

る
仕
組
み
。
蒸
気
圧
力
は
０

・
３

―
０
・
６

。

　
中
部
電
が
洗
浄
対
象
物
に

適
し
た
水
蒸
気
温
度
帯
を
突

き
と
め
、
効
果
を
確
認
し

た
。
洗
浄
処
理
速
度
は
手
作

業
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
。
大
手
自

動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
で
行
っ

た
マ
フ
ラ
ー
溶
接
部
の
異
物

を
除
去
す
る
実
証
で
は
、
不

良
率
が
５
―

％
あ
っ
た
ブ

ラ
シ
に
よ
る
手
作
業
と
比
べ

て
、
同
装
置
を
使
う
と
不
良

が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
品

質
の
バ
ラ
つ
き
を
抑
制
。
工

程
内
作
業
者
も
減
員
で
き
、

省
人
化
に
つ
な
が
っ
た
。

　
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企

業
で
は
、
東
邦
ガ
ス
も
管
内

企
業
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

が
る
技
術
開
発
に
力
を
入
れ

る
。
同
社
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

タ
イ
プ
の
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン

熱
電
併
給

の
排
熱

を
高
密
度
に
蓄
え
る
専
用
潜

熱
蓄
熱
材
を
開
発
し
た
。
蓄

熱
量
は
１

当
た
り
約
４
０

０

で
一
般
的
な
温
水
に

よ
る
回
収
の
約

倍
。
同
蓄

熱
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
水

を
使
う
従
来
型
蓄
熱
槽
に
比

べ
寸
法
は
３
分
の
１
程
度
に

な
り
、
設
置
費
用
は
２
―
３

割
低
減
で
き
る
と
見
る
。

　
現
在
、
実
験
槽
で
の
性
能

評
価
を
行
っ
て
お
り
、
２
０

１
５
年
度
に
も
商
業
仕
様
の

蓄
熱
槽
で
実
証
。
同
社
で
は

関
連
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を

進
め
、

年
度
以
降
の
実
用

化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
潜
熱
蓄
熱
材
は
固
体
か
ら

液
体
に
状
態
が
変
わ
る
相
変

化
の
際
に
熱
を
吸
収
し
、
液

体
か
ら
固
体
に
戻
る
際
に
蓄

え
た
熱
を
放
出
す
る
。
開
発

し
た
蓄
熱
材
は
、
排
熱
温
度

に
応
じ
て

度
―

度
Ｃ
の

温
度
帯
で
融
点
調
整
を
行
え

る
よ
う
に
し
た
。

　
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
タ
イ
プ
コ

ジ
ェ
ネ
の
排
熱
温
度
は
約

度
Ｃ
。
熱
の
利
用
用
途
が
あ

る
工
場
、
病
院
で
導
入
例
が

多
い
。
省
ス
ペ
ー
ス
、
低
コ

ス
ト
で
排
熱
を
蓄
熱
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
給
湯
・
冷
暖

房
熱
源
と
し
て
必
要
な
時
間

帯
に
熱
を
取
り
出
せ
る
よ
う

に
な
る
。
商
業
施
設
で
は
夜

間
に
蓄
熱
し
、
空
調
需
要
が

高
ま
る
朝
の
時
間
帯
に
使
う

冷
・
暖
房
熱
源
と
す
る
と
い

っ
た
使
い
方
が
可
能
。
排
熱

を
利
用
し
、
冷
・
暖
房
を
行

う
ガ
ス
空
調
機
器
と
の
組
み

合
わ
せ
で
コ
ジ
ェ
ネ
の
高
効

率
利
用
に
つ
な
が
る
。

　
従
来
、

度
Ｃ
付
近
の
温

度
帯
の
排
熱
は
、
湯
と
し
て

蓄
熱
す
る
の
が
一
般
的
で
専

用
蓄
熱
材
は
な
か
っ
た
。
蓄

熱
密
度
の
高
い
専
用
蓄
熱
材

の
開
発
で
蓄
熱
槽
の
省
ス
ペ

ー
ス
化
や
低
コ
ス
ト
化
が
図

れ
、
蓄
熱
槽
の
設
置
が
し
や

す
く
な
る
。
発
電
す
る
電
気

と
熱
の
需
要
時
間
の
ズ
レ
の

問
題
か
ら
コ
ジ
ェ
ネ
を
利
用

し
な
か
っ
た
商
業
施
設
や
事

務
所
な
ど
で
の
利
用
価
値
も

広
が
る
。


